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看護学生における SOC（Sense of Coherence）とコミュニケーション・スキルの実態
61
う機会が多いことが有意味感の形成を助長し
ていると考えられる。
２．看護学生のコミュニケーション・スキル
　本調査におけるENDCOREsの６つのスキル
「自己統制」「表現力」「読解力」「自己主
張」「他者受容」「関係調整」については、
２年生および４年生ともに、「他者受容」得
点が高く、「表現力」と「自己主張」の得点
が低い結果であった。藤本らによると日本人
の大学生は、表出的な行動に関わる特性とさ
れる「表現力」「自己主張」よりも応答的な
行動に関わる特性とされる「読解力」「他者
受容」スキルに優れている
12）
としており、本調
査の結果も同様の結果が示された。看護学生
の場合は、特に看護実践において対象者を理
解する技術を習得していることを考えると、
応答的な行動とされる他者受容スキルの得点
を高めたことが推測される。また、近年若者
の日常的なコミュニケーションは、携帯や
SNSを介した間接的手段が用いられることが
多く、相互に面と向き合う直接的手段を用い
たコミュニケーションの機会が少ない現状が
ある。それ故、自分の感情や気持ちといった
情緒的は表出や自分の意見や考えといった表
出に苦手意識をもつ学生の姿を捉えることが
できる。
Ⅵ　結論
　基礎看護学実習が終了した２年生と領域別
および資格希望のための実習が終了した４年
生のSOCとコミュニケーション･スキルの実態
について調査を行った。その結果は、以下の
通りであった。
　基礎看護学実習が終了した２年生と領域別
および資格希望のための実習が終了した４年
生におけるSOCは、「処理可能感」において
２年生の方が有意に高かった。
りも２年生の方が高く、女子看護大学生を対
象とした調査
９）
においても、本研究と同様に低
学年者が最もSOC得点が高い結果であった。
その理由は明らかではないが、SOCがストレ
スや不安と負の相関がある
10）
とされ、20代とい
う発達段階を考えると、社会化の広がりや他
者との関わりが複雑となることに加え、看護
学生として学年が高くなるにつれ演習や臨地
実習といった環境の異なる状況下での学習が
多く占めるようになる。その結果、これまで
に経験したことがないようなストレスや不安
に直面する中で、固定化までは至っていない
ストレス対処能力の不安定さを示すのではな
いかと考える。
　次に、SOCの下位尺度の「有意味感」「把
握可能感」「処理可能感」について学年別比
較では、「処理可能感」が４年生に比べ２年
生の方が有意に高かった。それは、２年生が
まだ本格的な領域別の臨地実習が始まってお
らず、看護実践に対する現実味がまだ薄く何
とかやっていけるという感覚が強いと推測さ
れる。一方、４年生は全ての領域や資格取得
に必要な臨地実習が終了したとはいえ、看護
という複雑で高度な仕事に従事することにお
いて知識や技術の面で未熟さを認識した経験
をもつ者も少なくない。これらの意識の相違
が、「処理可能感」の結果として現れたので
はないかと考える。また、看護学の学習は、
学年が進むにつれて基本的な看護実践能力の
修得のために臨床現場において看護職者らと
ともに看護を実践する臨地実習が課せられて
おり、まさに看護師と類似した業務を経験す
ることから自己に対して厳しい評価になるこ
とも影響していると思われる。
　また、本調査の「有意味感」は、水野の調
査
11）
による一般大学生より高い結果であった。
有意味感の形成においては、日々の営みとし
てやりがいや生きる意味を考える機会の程度
が大きく関わりをもち、看護学生は、対象者
の理解として人の人生観をとらえる学習を行
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討．昭和医会誌．2005；65⑷：367．
10）高山智子、浅野祐子、山崎喜比古ほか．スト
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of Coherence）と精神健康におよぼす影響．日
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（SOC）と健康との関係．麗澤学際ジャーナ
ル．2010；18⑴：8．
Ⅶ　おわりに
　本研究は、複数の資格取得に向け様々な実
習が必須とされる看護系大学生のSOCとコ
ミュニケーション・スキルの実態を明らかに
することを目的に調査を行った。
　分析対象としたデータ数が少なく４年生の
選択資格による傾向を十分捉えきれたとは言
い難い。また、１大学の看護学生を対象とし
た調査であり、データ結果の一般化には至ら
ないという点において、本研究の限界がある
と考える。今後は、更にデータを積み重ね、
看護系大学生のストレス対処能力の強化を考
慮した学習支援の検討につなげていきたい。
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